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岡

野

信

子

．
、

は
 
じ
 
め
 
に

 
提
題
の
助
詞
「
は
」
を
他
助
詞
に
添
え
て
用
い
る
こ
と
、
ま
た
述
部
を
「
～

は
…
…
」
形
式
に
言
う
こ
と
は
共
通
語
表
現
の
上
に
も
見
ち
れ
る
が
、
忍
言
方

言
に
は
こ
と
に
著
し
い
。
た
と
え
ば
『
方
言
文
法
資
料
図
集
1
」
 
（
国
立
国
語

研
究
所
 
一
九
八
一
年
）
を
見
る
と
、
1
3
「
そ
れ
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
」
に
、
肥

筑
域
で
は
「
ド
ケ
デ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
答
え
て
い
る
。
ま
た
4
1
「
無
理
に
行
か
な

く
て
も
よ
い
」
に
「
イ
カ
ン
デ
チ
ャ
」
を
、
4
2
「
行
っ
た
っ
て
だ
め
だ
」
に

「
イ
タ
ッ
チ
ャ
」
を
答
え
て
い
る
の
は
主
と
し
て
肥
筑
域
で
、
鹿
児
島
・
宮
崎

両
県
に
も
見
え
て
い
る
。

 
共
通
語
の
「
も
」
相
当
の
「
は
」
を
言
う
こ
と
が
あ
り
、
さ
し
て
強
調
心
意

の
な
い
時
に
も
「
～
は
」
を
言
い
が
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
満
塁
方
言
表
現
法

の
一
特
質
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
は
」
助
詞
頻
用
の
表
現
法

状
況
を
見
て
い
き
た
い
。

 
 
一
 
事
物
提
示
の
「
は
」
助
詞
の
姿

 
 
二
 
格
助
詞
に
添
う
て
働
く
「
は
」
助
詞

 
 
三
 
係
助
詞
・
副
助
詞
と
熟
合
し
て
働
く
「
は
」
助
詞

 
 
四
 
接
続
助
詞
末
尾
に
働
く
「
は
」
助
詞

 
 
五
 
バ
シ
と
バ
ッ
テ
ン

 
 
六
 
述
部
内
に
働
く
「
は
」
助
詞

 
限
ら
れ
た
紙
幅
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
文
例
を
あ
げ
る
こ
と
に
努
め
、
説
明

は
極
力
控
え
た
い
。
と
ヶ
あ
げ
た
文
例
は
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
八
六
年
の
間

に
得
た
も
の
で
あ
る
。
文
例
に
添
え
た
地
点
名
の
（
福
）
な
ど
は
県
名
の
略
記

で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
地
点
名
の
申
に
は
、
調
査
時
以
降
に
改
称
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
調
査
時
の
地
点
名
を
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
志

賀
島
の
調
査
は
糟
屋
郡
時
代
に
も
行
な
い
、
福
岡
市
編
入
後
に
も
行
な
っ
て
い

る
の
で
、
と
も
に
福
岡
市
と
し
て
い
る
。

事
物
提
示
の
「
は
」
助
詞
の
姿

 
体
言
や
準
体
助
詞
に
つ
づ
く
助
詞
「
は
」
が
外
接
語
の
末
尾
音
と
熟
合
す
る

こ
と
は
、
共
通
語
表
現
の
発
音
の
上
に
も
見
ら
れ
る
が
、
肥
筑
方
言
に
お
い
て

は
そ
の
現
象
が
こ
と
に
著
し
い
。
た
と
え
ば
準
体
助
詞
「
ト
」
に
「
は
」
が
続

く
時
は
馬
老
・
申
年
層
の
発
音
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
タ
ー
」
、
 
「
タ
」
と

な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
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。
ネ
劉
1
 
訓
1
一
 
ネ
訓
ス
 
ガ
。
 
（
福
）
嘉
穂
郡
小
竹
町
ロ
ノ
原
 
老
女

 
 
↓
筆
者

 
 
 
．
（
こ
の
子
は
）
寝
る
の
は
よ
く
寝
ま
す
よ
。

。
ワ
タ
シ
ャ
 
モ
ー
．
カ
ツ
ガ
ツ
 
ム
カ
シ
ン
タ
 
ワ
ス
レ
テ
 
シ
マ
ウ
ケ
つ

 
 
（
福
）
．
福
岡
市
志
賀
島
弘
 
老
女
↓
老
女

 
 
 
私
は
も
う
つ
ぎ
つ
ぎ
に
昔
の
こ
と
は
忘
れ
て
し
ま
う
か
ら
（
だ
め
だ
）
。
'

 
ま
た
体
言
に
つ
づ
く
時
も
、
 
「
シ
ナ
モ
「
ナ
」
．
（
品
物
は
∀
、
、
「
ソ
リ
や
唱
」

「
ソ
ラ
」
 
（
そ
れ
は
）
、
 
「
ト
キ
ャ
ー
」
 
（
時
は
）
、
三
目
ャ
ー
h
金
は
）
の

よ
う
に
な
る
。

 
筑
前
東
北
端
の
旧
若
松
市
島
郷
地
区
で
よ
く
聞
く
、
 
「
チ
ュ
ー
ワ
」
、
 
「
チ

ユ
ワ
」
 
（
と
い
う
は
）
は
、
 
「
と
い
う
こ
と
は
」
相
当
で
も
あ
る
。

⑪
イ
ツ
チ
ユ
ー
ワ
 
ネ
ー
、
イ
ツ
モ
カ
ツ
モ
 
タ
タ
キ
ョ
ラ
．
ナ
。
 
（
福
〉
若

 
 
松
市
脇
の
浦
 
老
女
↓
老
女

 
 
．
い
っ
と
き
ま
っ
た
こ
煮
は
な
い
、
（
嚢
を
）
始
終
た
た
い
て
い
る
よ
。

。
ヒ
引
リ
ン
チ
ュ
ワ
 
剥
シ
 
凋
」
ジ
、
ヤ
ロ
ー
 
カ
。
 
（
福
）
若
松
市
岩
屋
．

 
 
老
女
↓
老
女

 
 
 
七
輪
（
土
製
の
こ
ん
ろ
）
と
は
な
ぜ
言
う
の
だ
ろ
う
か
。

 
と
こ
ろ
で
「
は
」
は
、
末
尾
が
擾
音
の
語
に
続
く
時
は
、
い
わ
ゆ
る
連
声
現

象
で
「
ナ
」
と
な
る
。

。
ラ
イ
ネ
ン
ナ
 
ボ
列
ガ
 
キ
ン
シ
ャ
イ
。
 
（
福
）
盈
岡
市
志
賀
島
志
賀
少

 
 
男
垂
筆
者
来
年
は
僕
の
家
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
」

。
マ
ケ
チ
カ
ラ
チ
ュ
ー
モ
ツ
ナ
 
ム
ゲ
ー
 
モ
ン
ジ
ャ
ッ
タ
。
 
（
福
）
若
松
市

 
 
脇
佃
老
女
↓
筆
者

 
 
 
戦
争
に
敗
け
た
っ
て
ご
と
は
苛
酷
な
」
も
の
だ
っ
た
。

 
ま
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
，
「
を
」
．
格
表
示
の
「
バ
」
を
言
い
、
回
れ
が
「
を

ば
」
 
（
を
・
は
）
か
ら
出
て
い
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

。
キ
ュ
ー
バ
 
ス
エ
ン
 
ナ
イ
。
 
（
福
）
八
女
市
柳
島
 
息
子
↓
父

 
 
 
お
灸
を
す
え
な
い
か
ね
コ

。
ソ
リ
バ
 
ト
リ
ゲ
 
イ
テ
…
…
。
 
（
福
）
福
岡
市
志
賀
島
弘
 
老
女
↓
老
女

 
 
 
そ
れ
を
取
り
に
行
っ
て
…
…
。

 
 
 
 
二
 
格
助
詞
に
添
う
て
働
く
「
は
」
助
詞

 
1
 
～
．
オ
バ
（
を
ば
）

。
ナ
ワ
オ
バ
 
バ
ン
ニ
 
ナ
イ
ヨ
リ
マ
シ
タ
。
 
（
福
）
甘
木
市
安
川
町
 
稀
男

 
 
↓
筆
者

 
 
 
縄
を
晩
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

。
ソ
レ
オ
バ
 
タ
ニ
 
・
ス
ル
 
ト
キ
ニ
…
…
。
 
（
福
）
宗
像
郡
大
島
村
 
老
男
・

 
 
↓
筆
者

 
 
 
そ
れ
を
田
に
す
る
時
に
…
…
。

こ
の
よ
う
に
「
オ
バ
」
を
言
う
地
に
は
先
出
の
「
バ
」
も
聞
か
れ
う
つ
 
「
バ
」

に
く
ら
べ
て
、
「
オ
バ
」
に
は
あ
ら
た
ま
り
意
識
、
ま
た
強
調
意
識
が
感
じ
ら

れ
る
。

 
2
 
～
ニ
ャ
●
ナ
（
に
は
）
、
ジ
ャ
（
で
は
）
、
ヨ
リ
ャ
．
（
よ
り
は
）
、

 
 
 
チ
ャ
・
（
と
は
）
．
、
テ
チ
ャ
（
と
て
は
）

。
」
コ
ッ
引
サ
イ
ニ
ャ
 
オ
日
月
キ
マ
ス
 
タ
イ
。
 
（
佐
）
唐
津
市
神
集
島
、

 
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
（
魚
が
）
こ
ち
ら
の
方
に
は
少
ル
し
か
来
ま
せ
ん
よ
。
・

、
。
ヒ
チ
ジ
ナ
 
シ
ャ
ッ
チ
 
デ
テ
 
イ
キ
マ
ス
ケ
 
ネ
ー
。
 
（
福
）
遠
賀
郡
岡
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垣
町
吉
木
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
七
時
に
は
か
な
ら
ず
家
を
出
て
い
き
ま
す
か
ら
ね
え
。

ゴ
ニ
ャ
し
が
「
ナ
」
と
直
音
に
な
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。

。
力
引
ナ
ン
チ
ュ
ー
 
コ
列
一
 
マ
国
ジ
ャ
 
ア
引
マ
ッ
シ
ェ
ン
 
毛
ン
 
引

1
。
 
（
福
）
福
岡
市
志
賀
島
弘
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
（
お
も
ち
ゃ
を
）
買
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
以
前
は
あ
り
ま
せ
ん
か

 
 
ら
ね
え
。

「
マ
エ
ジ
ャ
」
．
（
前
で
は
）
は
、
 
「
マ
エ
ニ
ャ
」
 
（
前
に
は
〉
之
も
言
う
。

。
ウ
調
-
潮
，
引
U
引
リ
ャ
 
タ
刻
ン
ダ
ガ
 
劃
1
。
 
（
福
）
昔
松
市
竹
並

 
三
男
↓
中
男

 
 
家
で
造
る
よ
り
は
頼
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
。
．

・
．
ア
ツ
カ
ッ
チ
ャ
 
イ
刻
ン
 
刻
1
。
．
ア
ヅ
、
イ
チ
 
イ
ー
マ
ス
 
刻
1
。

 
 
（
福
）
飯
塚
市
花
瀬
 
中
女
↓
筆
者

 
 
 
「
暑
か
」
と
は
言
わ
な
い
ね
え
。
 
「
暑
い
」
と
言
い
ま
す
ね
え
。

。
エ
ド
チ
ャ
・
エ
サ
デ
 
ゴ
ザ
ッ
ス
ル
。
．
（
福
）
若
松
市
岩
．
屋
 
老
男
↓
筆
者

 
 
 
「
エ
ド
」
と
い
う
の
は
え
さ
の
ご
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

。
ツ
レ
シ
射
チ
ャ
 
ズ
ネ
ガ
 
カ
ー
ル
イ
ケ
ン
ド
。
 
（
福
）
若
松
市
岩
屋
・

 
、
老
男
↓
筆
者

 
 
船
の
進
行
方
向
に
流
れ
る
潮
の
ば
あ
い
は
船
が
軽
い
け
れ
ど
。

。
ア
リ
ガ
ー
 
ナ
ン
．
テ
チ
 
ユ
ー
 
カ
ナ
ー
。
ガ
ン
セ
キ
テ
チ
ャ
 
コ
ッ
チ
ブ

ア
ダ
ナ
バ
ッ
テ
。
 
（
佐
）
唐
津
市
神
集
島
 
老
男
↓
筆
者

 
 
あ
れ
の
名
が
（
共
通
語
で
ば
）
何
と
い
う
か
な
あ
。
」
「
ガ
ン
セ
キ
」
と

 
 
い
う
の
は
こ
ち
ら
で
の
あ
だ
な
（
地
方
名
）
だ
け
れ
ど
9
（
す
る
め
の

 
 
よ
う
な
も
の
を
指
し
て
の
説
明
）

肥
筑
方
言
表
現
法
に
お
け
る
「
は
」
助
詞
の
運
用

 
「
は
」
が
上
接
格
助
詞
と
熟
合
す
る
こ
と
は
共
通
語
音
声
の
上
に
も
見
ら
れ

る
が
v
 
「
チ
ャ
」
、
 
「
テ
チ
ャ
」
に
は
方
言
色
が
濃
い
。
こ
れ
ら
に
は
「
言

う
」
を
内
在
さ
せ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

 
 
 
 
三
 
係
助
詞
・
副
助
詞
と
熟
合
し
て
動
く
「
は
」
助
詞

 
1
 
～
ク
サ
（
こ
そ
は
）

 
以
下
の
文
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
肥
筑
域
で
は
「
ク
サ
」
が
さ
ま
ざ
ま
に

運
用
さ
れ
、
多
用
さ
れ
て
い
胤
。
藤
原
与
一
先
生
は
、
 
「
ク
サ
」
は
・
「
こ
そ

ば
」
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
。
語
頭
音
節
の
狭
母
音
化
も
、
 
「
は
」
助
詞
の
謎

合
も
、
こ
の
地
域
で
は
ご
く
自
然
な
発
音
現
象
で
あ
る
。
・

・
ヨ
ー
ク
サ
 
オ
イ
デ
ナ
サ
イ
マ
シ
タ
。
パ
福
）
糸
島
郡
志
摩
村
 
老
女
↓
筆

 
 
者

 
 
 
よ
く
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。
 
（
迎
え
の
挨
拶
）

。
イ
マ
ク
サ
 
ゲ
タ
 
カ
イ
 
イ
ク
 
コ
ト
モ
 
イ
ラ
ナ
、
ソ
ラ
 
ァ
ン
キ
ナ

 
引
パ
ッ
テ
旦
 
（
福
）
飯
塚
市
八
木
山
 
老
女

 
 
 
今
は
（
三
三
が
来
て
も
）
町
ま
で
下
駄
を
買
い
に
行
く
必
要
も
な
く

 
 
 
て
、
ず
い
ぶ
ん
気
楽
な
こ
と
だ
け
ど
。
 
（
以
前
ば
そ
う
で
は
な
か
っ

 
 
 
た
）

こ
れ
ら
の
「
ク
サ
」
は
係
助
詞
で
あ
る
。

．
ノ
ギ
ク
ノ
ク
サ
・
キ
レ
ゐ
N
・
（
福
）
福
岡
市
志
賀
臨
志
賀
少
女
．

 
 
↓
筆
者

 
 
 
野
菊
が
ね
、
き
れ
い
な
砒
よ
。

「
ク
サ
」
は
こ
の
よ
う
に
問
投
助
詞
と
し
て
も
多
財
さ
れ
る
。

。
ソ
則
栖
 
ソ
ゲ
ン
・
ク
サ
。
 
（
福
）
八
女
市
柳
島
 
老
雄
↓
老
男
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そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
。

こ
の
よ
う
に
文
末
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

 
筑
後
南
部
域
で
は
、
間
投
助
詞
の
「
ク
サ
」
 
「
ク
サ
イ
」
が
前
接
部
と
熟
合

し
て
、

」
・
イ
ワ
イ
サ
ン
ノ
マ
エ
モ
ッ
サ
ノ
、
ロ
ー
ソ
ク
ワ
ソ
ー
ニ
タ
テ
テ
…
…
。

 
 
 
（
福
）
八
女
市
柳
島
 
三
男
↓
老
女

 
 
 
 
（
お
堂
の
）
位
牌
さ
ん
の
前
も
ね
え
、
ろ
う
そ
く
は
た
く
さ
ん
立
て
て
・

 
 
 
：
：
：
o

。
ソ
レ
デ
ッ
 
サ
イ
、
ヨ
ミ
ヨ
ガ
ッ
 
サ
イ
、
キ
ョ
ー
イ
ク
モ
 
シ
ラ
ン
ケ
ン
デ

 
…
…
。
 
（
福
）
八
女
市
柳
島
 
老
男
↓
老
男

 
 
 
そ
れ
で
ね
、
 
（
祝
辞
の
）
読
み
よ
う
が
ね
、
教
養
が
な
い
も
ん
だ
か
ら

 
 
 
●
：
：
．
o

の
よ
う
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

。
白
カ
サ
ッ
サ
 
デ
ト
ラ
シ
タ
 
モ
ン
。
 
（
福
）
八
女
市
室
岡
 
老
女
↓
老
女

 
 
 
 
（
あ
の
人
は
）
か
な
り
長
く
（
他
地
に
）
出
て
お
ら
れ
た
も
の
。

 
「
か
な
り
長
く
」
の
意
の
慣
用
句
「
ヨ
カ
サ
ッ
サ
」
は
、
形
容
詞
「
ヨ
カ
」
に

体
言
化
接
尾
辞
の
「
サ
」
を
添
え
た
「
ヨ
カ
サ
」
に
「
ク
サ
」
が
熟
合
し
た
毛

の
で
あ
ろ
う
。

 
2
 
～
テ
チ
ャ
℃
デ
チ
ャ
（
と
て
は
）

。
ソ
ゲ
ン
 
．
コ
タ
、
イ
列
ジ
リ
サ
ン
テ
チ
ャ
 
ワ
劉
ン
 
タ
イ
訓
。

 
 
 
（
福
）
直
方
市
植
木
町
 
老
女
↓
嫁

 
 
 
そ
ん
な
こ
と
は
池
尻
さ
ん
で
も
わ
か
ら
な
い
よ
ね
え
。

』
ホ
ー
ジ
ノ
ゴ
ト
 
ア
ル
コ
タ
 
イ
マ
テ
チ
ャ
 
ア
リ
ヨ
リ
マ
ス
。
 
（
福
〉
三

 
 
井
郡
小
郡
町
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
法
事
の
よ
う
な
こ
と
は
今
だ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
・
ヤ
ッ
パ
 
イ
マ
デ
チ
ャ
 
ユ
ー
 
ヨ
。
ア
ッ
ト
サ
マ
ッ
テ
 
ネ
ー
。

 
 
 
（
福
）
福
岡
市
志
賀
島
弘
 
老
女

 
 
 
や
は
り
今
で
も
言
う
よ
。
 
「
ア
ッ
ト
サ
」
マ
」
っ
て
ね
え
。
 
（
「
ア
ッ
ト

 
 
 
馴
」
は
、
・
辞
去
時
、
は
き
も
の
を
そ
ろ
え
て
く
れ
た
見
送
り
の
人
へ

 
 
 
の
謝
辞
で
あ
る
。
）

 
「
デ
チ
ャ
」
は
、
福
岡
市
と
そ
の
周
辺
域
と
で
は
、
 
「
ア
サ
レ
チ
ャ
」
 
（
朝
だ

っ
て
）
の
よ
う
に
、
 
「
レ
チ
ャ
」
と
も
な
る
。
ま
た
糸
島
郡
の
志
摩
村
で
は

‘
「
ド
コ
マ
デ
チ
ャ
 
マ
イ
リ
マ
ス
」
 
（
ど
こ
ま
で
で
も
ま
い
り
ま
す
）
と
「
テ

チ
ャ
」
の
「
テ
」
の
落
ち
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
共
通
語
で
「
と
て
も
」
 
「
で
も
」
と
「
も
」
の
立
つ
と
こ
ろ
が
「
は
」
で
あ

．る

魔
ｱ
ろ
に
特
色
が
見
ら
れ
る
。
唐
津
市
神
集
島
で
は
、
 
「
シ
マ
コ
ト
バ
テ
チ

オ
ナ
シ
 
コ
ツ
 
タ
ナ
」
 
（
島
こ
と
ば
だ
っ
て
同
じ
こ
と
だ
よ
）
の
よ
う
に
、

 
「
は
」
の
な
い
「
テ
チ
」
も
聞
か
れ
た
。

 
5
 
～
ハ
ッ
チ
ャ
（
は
か
と
は
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 

 
・
サ
ン
ズ
ン
ハ
ッ
チ
ャ
 
ツ
ミ
マ
ッ
セ
ン
。
 
（
福
）
甘
木
市
安
川
町
，
老
男
↓

 
 
筆
者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
．
」

 
 
 
 
（
秋
月
に
雪
が
五
寸
積
も
る
時
、
こ
ご
は
）
三
寸
し
か
積
も
り
ま
せ

 
 
 
ん
。

 
。
フ
タ
リ
ハ
ッ
チ
ャ
 
オ
ラ
ン
。
 
（
福
）
遠
賀
郡
芦
屋
町
 
三
男
↓
一
男

 
 
 
二
人
し
か
い
な
い
。

 
「
ハ
ッ
チ
ャ
」
は
九
州
域
で
は
む
し
ろ
聖
日
方
言
の
助
詞
の
よ
う
で
、
肥
筑
域

内
で
は
、
甘
木
市
、
遠
賀
郡
、
北
九
州
市
な
ど
、
筑
前
東
部
域
で
し
か
聞
い
て

い
な
い
。
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松
尾
捨
次
郎
博
士
は
「
国
文
法
論
纂
』
（
文
学
社
 
一
九
二
八
年
）
四
一
九
頁

に
、
 
『
浮
世
風
呂
」
 
『
七
偏
人
』
中
の
文
例
を
あ
げ
て
、
 
「
ほ
か
が
は
き
や
と

な
り
、
は
っ
ち
ゃ
・
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
ヶ
」
と
説
か
れ
た
。
と
こ
ろ
で
藤
原

与
一
先
生
著
「
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
上
』
（
東
京
大
学
出
版
会
 
一
九
七
四

年
）
の
2
3
「
こ
れ
し
か
」
の
図
を
見
る
と
、
内
海
中
部
以
西
に
「
ハ
カ
ニ
ャ

ー
」
「
バ
カ
チ
ャ
」
の
類
が
い
く
ら
か
あ
り
、
「
ハ
チ
ャ
」
「
ハ
ッ
チ
ャ
」
が

か
な
り
よ
く
分
布
し
て
い
る
。
九
州
の
周
防
灘
沿
岸
域
は
「
ハ
チ
ャ
」
「
ハ
ッ

チ
ャ
」
 
「
ダ
・
ケ
ハ
ッ
チ
ャ
」
で
あ
る
ゆ
ま
た
香
川
県
本
島
に
は
「
バ
カ
タ
」
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
る
時
、
 
「
ハ
ッ
チ
ャ
」
は
「
は
か
と
は
」
で
あ

ろ
う
と
濡
せ
ら
れ
る
。

 
4
 
～
ナ
ン
チ
ャ
（
な
に
と
は
）
、
～
ダ
キ
ャ
ー
（
だ
け
は
）
、
～

 
 
 
ド
マ
（
ど
も
は
）

。
ド
ロ
ボ
ー
ナ
ン
チ
ャ
 
オ
リ
マ
ッ
セ
ン
。
 
（
福
）
直
方
市
植
木
 
老
女
↓
筆

 
 
者

 
 
 
ど
ろ
ぼ
う
な
ん
か
い
ま
せ
ん
。

共
通
語
の
「
ナ
ン
カ
」
が
「
な
に
か
」
か
ら
出
て
い
る
の
に
対
し
て
、
 
「
ナ
ン

チ
ャ
」
は
「
な
に
と
は
」
で
あ
る
。

。
ク
マ
ン
チ
ョ
ダ
キ
ャ
ー
 
ア
ン
タ
ー
 
マ
ー
ダ
 
タ
ン
ジ
ェ
ン
 
キ
ト
ル

 
モ
ン
。
 
（
福
）
八
女
市
柳
島
 
老
男
↓
人
々

 
 
 
く
ま
ぜ
み
だ
け
は
ね
え
、
ま
だ
丹
前
（
ど
て
ら
）
を
着
て
い
る
も
の

 
 
 
（
夏
だ
と
い
う
の
に
）

・
キ
ョ
ー
ド
マ
 
イ
コ
ー
 
カ
ー
イ
ト
 
オ
モ
ー
ト
ル
バ
ッ
テ
ン
。
 
（
熊
）
球

 
 
磨
郡
五
木
村
中
村
 
老
女

 
 
 
今
日
あ
た
り
行
こ
う
か
と
思
っ
て
い
る
け
ど
。

肥
筑
方
言
表
現
法
に
お
け
る
「
は
」
助
詞
の
運
用

こ
の
よ
う
に
係
助
詞
．
副
助
詞
に
も
「
は
」
を
熟
合
本
せ
て
言
う
こ
と
が
多
い
。

 
 
 
 
四
 
接
続
助
詞
末
尾
に
働
く
「
は
」
助
詞

 
1
 
～
モ
ン
バ
（
も
の
は
）
、

。
サ
剣
モ
ン
バ
 
シ
カ
タ
洲
カ
 
ヤ
ネ
。
 
（
福
）
八
女
市
 
青
女
↓
青
女

 
 
 
寒
い
ん
だ
も
の
、
し
か
た
な
い
じ
ゃ
な
い
の
。

こ
の
一
文
ば
着
ぶ
く
れ
て
い
る
と
笑
わ
れ
て
反
駁
し
理
由
を
言
い
た
て
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
理
由
を
言
う
接
続
助
詞
に
は
一
方
に
「
ケ
ン
」
が
あ
っ
て
、

「
サ
ム
カ
ケ
ン
 
オ
ー
 
キ
ト
ッ
 
ト
タ
イ
」
 
（
寒
い
か
ら
多
く
（
何
業
も
）
．

着
て
る
の
よ
）
の
よ
う
に
言
う
。
 
「
ケ
ン
」
が
冷
静
に
理
由
を
言
う
助
詞
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
「
モ
ン
バ
」
の
理
由
の
言
い
た
て
に
は
心
情
訴
え
性
が
濃
い
。

。
ウ
モ
シ
テ
 
ノ
サ
ン
モ
ン
バ
 
ウ
ー
メ
シ
ク
ヤ
．
五
ヘ
ン
 
六
ヘ
ン
 
ク
ヨ

 
ー
ッ
タ
 
ナ
イ
ヤ
。
 
（
う
ま
く
て
た
ま
ら
ん
か
ら
、
大
飯
食
い
は
五
回
目
六

 
回
も
食
べ
て
い
た
ね
え
）
 
（
「
八
女
市
広
報
」
 
〈
一
九
八
四
年
〉
掲
載
の

 
「
八
女
の
方
言
」
④
〈
八
女
郷
土
史
研
究
会
〉
）

こ
れ
は
少
年
の
こ
ろ
の
英
彦
山
講
の
夜
の
楽
し
さ
を
回
想
し
て
い
る
一
文
で
あ

る
が
、
心
情
訴
え
性
の
強
い
「
モ
ン
バ
」
は
こ
の
よ
う
な
観
想
文
の
中
に
多
く

現
わ
れ
る
。
ま
た
詠
嘆
の
情
を
託
し
て
文
末
に
置
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。

 
「
モ
ン
バ
」
の
出
自
は
「
も
の
は
」
で
あ
ろ
う
。
文
献
上
の
「
も
の
は
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

は
、
 
「
月
夜
に
出
で
て
行
道
す
る
も
の
は
、
遣
水
に
た
ふ
れ
入
り
に
け
り
」
．

（
『
源
氏
物
語
』
明
石
巻
）
の
よ
う
に
見
え
て
い
て
、
 
「
な
ん
と
…
…
す
る
も

の
だ
か
ら
」
 
（
『
岩
波
古
語
辞
典
」
）
の
口
語
訳
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

 
「
モ
ン
バ
」
に
つ
い
て
は
、
 
〈
「
～
モ
ン
バ
」
と
そ
の
周
辺
〉
 
（
西
日
本

国
語
国
文
学
会
会
報
-
昭
和
六
十
・
六
十
一
年
度
合
併
号
）
に
も
い
く
ら
か
の
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こ
と
を
記
し
た
。

 
2
、
・
～
モ
ン
ジ
ャ
（
も
の
で
は
）
、

、
 
「
モ
ン
ジ
ャ
」
の
文
例
は
神
部
宏
泰
氏
の
「
肥
前
佐
賀
方
言
の
特
殊
条
件

法
」
 
（
「
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
第
2
巻
」
一
九
八
三
年
）
か
ら
お
借
り
し

た
。

。
ホ
ダ
レ
ノ
 
サ
ガ
ッ
タ
．
モ
ン
ジ
ャ
 
ヒ
ヤ
カ
 
ハ
ズ
 
タ
ー
イ
。

 
、
（
佐
）
北
山
 
老
翁
同
士

 
 
 
つ
ら
ら
が
下
っ
た
ん
だ
も
の
、
 
〈
だ
か
ら
〉
寒
い
は
ず
だ
よ
。
」
‘

。
シ
ョ
ク
イ
ン
シ
ツ
ニ
 
チ
カ
カ
 
モ
ン
ジ
ャ
、
ス
グ
 
シ
ェ
ン
シ
ェ
ー
ノ

 
コ
ラ
ス
 
モ
ン
。
 
（
佐
）
北
山
 
小
学
生
同
士

 
 
 
職
員
室
に
近
い
ん
だ
も
の
、
 
〈
だ
か
ら
〉
す
ぐ
先
生
が
来
ら
れ
る
ん

 
 
 
だ
よ
。
 
（
教
室
と
職
員
室
と
の
近
さ
を
嘆
く
。
存
分
に
騒
げ
な
い
）

神
部
氏
は
こ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
「
モ
ン
ジ
ャ
」
を
、
 
「
深
い
情
意
に
根
ざ

す
表
現
形
式
」
と
説
明
し
て
い
ら
れ
る
。
 
「
モ
ン
バ
」
 
「
モ
ン
ジ
ャ
」
に
情
意

性
が
強
い
の
は
、
 
「
モ
ノ
」
の
働
き
で
あ
ろ
う
。
神
部
氏
は
ま
た
「
モ
ン
ジ

ャ
」
を
「
い
わ
ゆ
る
三
聖
形
式
」
と
言
わ
れ
る
。
私
は
「
モ
ン
ジ
ャ
」
を
「
も

の
・
で
は
」
と
考
え
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

 
た
と
え
ば
唐
津
市
神
集
島
で
は
、
 
「
ウ
シ
ャ
ー
 
イ
ソ
ガ
シ
カ
・
モ
ン
ジ
ャ

ァ
羽
ケ
ン
 
ナ
：
」
 
（
牛
を
飼
っ
て
い
る
と
い
そ
が
し
．
い
も
ん
だ
か
ら
ね
え
。

牛
の
世
話
に
一
人
か
か
り
き
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
）
と
聞
い
た
。
ま

た
熊
本
県
の
五
木
村
で
は
焼
畑
作
業
の
話
の
中
で
、
 
「
ア
ノ
ー
 
ク
ー
ト
ガ

モ
ク
テ
キ
デ
ー
 
ヤ
ル
モ
ン
シ
ャ
ッ
デ
 
グ
ル
リ
ア
タ
リ
 
ゾ
ー
リ
ン
 
シ
テ

ア
ッ
テ
モ
 
カ
マ
ワ
デ
ナ
…
…
」
 
（
あ
の
う
、
食
糧
を
得
る
こ
と
が
目
的
で
や

る
も
ん
だ
か
ら
、
ま
わ
り
に
造
林
し
て
あ
っ
て
も
か
ま
わ
ず
に
…
…
」
と
聞
い

た
。
・
「
モ
ン
ジ
ャ
ッ
デ
」
は
「
モ
ン
ジ
ャ
ア
ル
デ
」
の
縮
約
形
で
あ
る
。
北
山

の
「
モ
ン
ジ
ャ
」
を
、
こ
れ
ら
の
「
モ
ン
ジ
ャ
」
、
す
な
わ
ち
「
も
の
で
は
」

と
理
解
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
か
。

 
3
 
～
ヂ
ャ
」
（
て
は
）

。
カ
カ
ッ
チ
ャ
 
ナ
劃
 
ゾ
ー
。
 
（
熊
）
球
磨
郡
五
木
村
大
平
．
三
男
↓
孫

 
 
 
（
こ
れ
を
）
い
じ
っ
て
は
だ
め
だ
ぞ
。

。
ニ
ジ
カ
ラ
 
オ
ケ
テ
 
ミ
ズ
 
イ
レ
チ
ャ
ー
 
タ
キ
 
ミ
ズ
 
イ
レ
チ
ャ
ー

 
タ
キ
シ
テ
…
…
。
 
（
福
）
福
岡
市
志
賀
島
弘
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
二
時
に
起
き
て
、
水
を
入
れ
て
は
炊
き
水
を
入
れ
て
は
炊
い
て
…
…
。

「
て
・
は
」
の
熟
合
し
た
「
チ
ャ
」
は
、
共
通
語
表
現
に
お
け
る
「
て
は
」
と

同
様
の
働
き
を
担
っ
て
い
る
。

 
4
 
～
テ
チ
セ
・
デ
チ
ャ
（
と
・
て
は
）
一
順
接
一

。
タ
ベ
ラ
ル
ル
ゴ
ト
 
ナ
ロ
ー
テ
チ
ャ
 
ヒ
ト
ウ
ス
バ
 
サ
ン
ベ
ン
ダ
ラ
イ

 
フ
マ
ン
ナ
リ
マ
ッ
シ
・
エ
ン
。
 
（
福
）
福
岡
市
志
賀
島
弘
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
（
麦
が
）
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
一
．
臼
を
三
度
ぐ
ら
い

 
 
 
踏
ん
で
つ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
エ
ン
ソ
ク
 
ヤ
ロ
ー
デ
チ
ャ
 
ナ
ン
ゼ
ン
エ
ン
．
イ
ル
 
カ
。
 
（
佐
）
唐
津

 
 
市
神
豊
島
 
老
女
↓
申
女

 
 
 
遠
足
を
し
ょ
う
と
す
れ
ば
、
何
千
円
も
い
る
こ
と
だ
。
 
（
一
九
六
〇
年

 
 
 
調
査
）

こ
の
よ
う
に
、
「
「
テ
チ
ャ
」
は
「
～
う
」
と
い
う
未
来
形
に
続
き
、
「
～
う

と
す
れ
ば
」
、
 
「
～
．
す
る
た
め
に
は
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。
引
用
の
格
助

詞
「
と
」
乏
「
て
は
」
ど
の
熟
合
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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5
 
～
テ
チ
ャ
・
チ
ャ
・
（
と
て
・
は
）
一
逆
接
i

 
同
じ
く
「
テ
チ
ャ
」
で
あ
る
が
、
以
下
の
文
例
の
も
の
は
逆
接
の
接
続
助
詞

「
と
て
」
と
、
「
は
」
の
熟
合
形
で
あ
ろ
う
。
肥
前
・
肥
後
で
聞
か
れ
る
。

。
イ
グ
引
 
ト
ッ
タ
テ
チ
ャ
 
ヨ
カ
ッ
 
タ
イ
。
 
（
佐
）
唐
津
市
神
集
島
 
老

 
 
女
↓
筆
者

 
 
 
（
魚
は
）
い
ぐ
ら
獲
っ
て
も
い
い
の
さ
。

6
ム
カ
シ
ノ
 
セ
イ
ク
ワ
ツ
ワ
 
ホ
ン
ト
 
イ
マ
・
カ
タ
ッ
タ
テ
チ
ャ
 
ウ
ソ

 
囲
ゴ
、
ト
．
ア
ル
。
 
（
熊
）
球
磨
郡
五
木
村
平
沢
津
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
昔
の
生
活
は
ほ
ん
ど
に
今
話
し
た
と
こ
ろ
で
う
そ
の
よ
う
だ
。
 
（
う
そ

 
 
・
と
し
か
思
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
）

筑
前
筑
後
域
で
は
つ
ぎ
の
文
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
 
「
チ
ャ
」
が
こ
の
「
テ

チ
ャ
」
相
当
で
あ
る
。

。
ソ
ゲ
ン
 
コ
ツ
 
ユ
ー
タ
チ
ャ
 
ド
ゲ
「
ス
ル
 
ナ
。
 
（
福
）
，
飯
塚
市
八
木

 
 
山
老
女
↓
嫁

 
 
 
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
し
か
た
な
い
で
し
ょ
う
。

 
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

。
メ
ガ
ネ
 
カ
ケ
ン
チ
㍗
 
メ
ッ
カ
ル
，
ガ
ノ
。
 
（
福
）
八
女
市
柳
島
 
老
女

 
 
↓
老
女

 
 
 
眼
鏡
を
か
け
な
く
？
た
っ
て
見
え
る
け
ど
ね
。

 
6
 
～
ギ
リ
ャ
ー
 
（
き
り
は
）
、
ギ
ン
ニ
ャ
類
（
き
り
に
は
）
、
ゲ
タ
，

 
 
 
（
ぎ
り
と
は
）

 
共
通
語
表
現
の
副
助
詞
「
き
り
」
 
（
限
定
）
は
体
言
「
き
り
」
 
（
切
・
限
）

か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
門
歯
域
で
は
「
ギ
リ
」
は
仮
定
条
件
の
接
続
助
．

詞
と
し
て
も
働
く
。
接
続
助
詞
と
し
て
働
く
ば
あ
い
、
筑
前
．
筑
後
で
は
こ
れ

に
「
は
」
 
「
に
は
」
を
続
け
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
肥
前
西
北
域
の
唐
津
市
神

肥
筑
方
言
表
現
法
に
お
け
る
「
は
」
助
詞
の
運
用

集
島
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

。
ミ
タ
ギ
リ
ャ
ー
 
フ
シ
ョ
ー
ゴ
ト
 
ア
ル
。
 
（
福
）
糸
島
郡
志
摩
村
 
老
女

 
 
レ
老
女

 
 
 
（
そ
れ
を
）
見
る
と
眼
を
伏
せ
た
く
な
る
．
。

。
ナ
ゴ
ヤ
ン
 
シ
ロ
カ
ラ
 
ミ
ル
ギ
ン
ニ
ャ
 
ハ
タ
ケ
ド
マ
 
メ
ー
ン
シ
タ
ジ

 
ャ
 
ア
ル
 
モ
ン
ナ
ー
。
 
（
佐
）
唐
津
市
神
集
島
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
名
護
屋
城
か
ら
見
る
と
畠
な
ど
は
眼
下
に
見
え
る
も
の
ね
え
。

。
ハ
ナ
シ
テ
 
チ
ョ
ー
シ
ノ
ル
ギ
ニ
ャ
 
ジ
ョ
ー
ト
バ
ッ
テ
 
ハ
ナ
シ
テ
チ
ュ

 
一
斗
 
ナ
カ
刻
。
 
（
佐
）
唐
津
市
神
難
読
 
国
女
財
筆
者

 
 
 
話
し
ば
じ
め
て
調
子
に
乗
る
と
上
等
な
ん
だ
け
れ
ど
、
 
「
話
し
て
く

 
 
 
れ
」
と
言
わ
れ
た
ら
な
か
な
か
（
言
え
な
い
Y
。
・

。
ホ
カ
ノ
 
シ
ナ
モ
ン
バ
・
ト
ル
ゲ
ン
ニ
ャ
 
マ
タ
 
ク
ジ
ラ
モ
 
オ
ヨ
イ
ジ
，

 
ク
ル
ケ
ン
 
ナ
。
 
（
佐
）
唐
津
市
神
集
島
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
ほ
か
の
魚
を
と
る
と
、
ま
た
鯨
も
泳
い
で
来
る
か
ら
ね
。

。
コ
i
 
浬
タ
ゲ
ニ
ャ
 
ド
列
一
 
ナ
ル
 
激
。
 
（
福
）
若
松
市
岩
屋
 
老
女

 
 
↓
老
女

 
 
 
こ
う
し
た
ら
ど
の
よ
う
に
な
る
の
。

。
ヨ
ソ
 
イ
タ
ゲ
ナ
 
ワ
カ
ル
 
モ
ン
。
（
福
）
嘉
穂
郡
穂
波
村
 
老
男
↓
老
女

 
 
 
よ
そ
に
行
く
と
わ
か
る
も
の
。

筑
前
域
で
は
「
ぎ
り
に
は
」
の
熟
合
し
た
「
ゲ
ナ
」
形
を
も
っ
と
も
よ
く
聞

く
。
ま
た
福
岡
市
の
志
賀
島
弘
で
は
、
 
「
ン
ニ
ャ
」
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
シ
カ
ノ
シ
マ
 
ユ
ー
タ
ン
ニ
ャ
 
シ
マ
デ
ス
カ
テ
シ
ラ
ン
 
ヒ
タ
ー
 
キ

 
カ
ッ
シ
矧
ル
。
 
（
福
）
福
岡
市
志
賀
島
 
老
男
蛎
筆
者

 
 
 
志
賀
島
と
言
う
と
、
 
「
島
で
す
か
」
と
、
．
知
ら
な
い
人
は
聞
か
れ
る
。

（ 159 ）



 
 
 
（
今
は
陸
続
き
だ
の
に
）

ま
た
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
ゲ
タ
」
の
一
例
も
得
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
ぎ
り
と

は
」
で
あ
る
。

。
ギ
キ
ヨ
ッ
タ
ゲ
タ
 
オ
モ
シ
ロ
ー
シ
テ
。
 
（
福
）
筑
紫
郡
筑
紫
野
町
 
老
女

 
 
↓
筆
者

 
 
 
聞
い
て
い
る
．
と
面
白
く
て
ね
え
。
 
（
肥
前
の
人
（
筑
後
の
人
と
、
こ
と

 
 
 
ば
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
ら
）

 
7
 
？
ず
ナ
（
ず
に
は
）
・
じ
ナ
・
で
ナ
・
ん
ナ

。
イ
エ
ガ
 
タ
ラ
ズ
ナ
 
ホ
ン
 
ジ
ュ
ー
タ
ク
バ
ッ
カ
リ
 
タ
チ
ヨ
リ
マ
ス
。

 
 
（
福
）
三
井
郡
小
郡
町
 
老
男
↓
筆
者

 
 
 
家
が
足
り
な
く
て
、
・
（
今
は
）
た
だ
も
う
住
宅
ば
か
り
建
っ
て
い
ま
す
。

「
ず
ナ
」
は
、
打
消
助
動
詞
の
．
「
ず
」
に
接
続
助
詞
．
「
に
」
の
続
い
た
も
の
に

「
は
」
が
熟
合
し
た
形
で
、
提
示
性
の
打
消
接
続
表
現
と
し
て
働
く
。
ま
た
、

「
ず
ナ
」
止
同
様
に
働
く
「
じ
ナ
」
「
で
ナ
」
 
「
ん
ナ
」
が
あ
る
。

。
マ
タ
 
コ
ン
ド
 
コ
レ
ジ
ナ
 
マ
ー
タ
 
オ
イ
デ
ク
ダ
サ
イ
マ
セ
。

 
 
（
長
）
対
馬
上
県
町
回
護
 
老
女
↓
筆
者
、

 
 
 
ま
た
今
度
、
 
（
こ
れ
．
に
懲
ザ
ず
に
）
ま
た
お
い
で
べ
だ
さ
い
ま
せ
。

・
シ
ユ
測
ン
ナ
 
シ
ラ
引
ナ
 
オ
ル
。
 
（
熊
）
球
磨
郡
五
木
村
 
老
女
↓
青
女

 
 
 
主
人
は
知
ら
な
い
ま
ま
だ
。

。
カ
ゼ
ガ
 
ブ
イ
チ
 
イ
カ
レ
ン
ナ
 
ヒ
ッ
カ
エ
ー
タ
。
 
（
福
）
甘
木
市
秋
月

 
・
老
女
↓
筆
者
「

 
 
 
風
が
吹
い
て
行
か
れ
ず
に
引
返
し
た
。

，
「
ジ
」
は
「
ず
に
」
、
「
デ
」
は
「
ず
て
」
で
あ
ろ
う
か
。
ど
す
れ
ば
「
に
」

を
内
包
す
る
「
ナ
」
を
そ
れ
ら
に
添
え
る
こ
と
は
重
用
で
あ
る
が
、
 
「
ナ
」
と

い
う
接
続
助
詞
成
分
を
添
え
る
と
い
っ
た
心
待
ち
の
用
法
で
あ
ろ
う
。
「
ん
ナ
」

に
は
そ
の
心
持
ち
が
端
的
に
見
ら
れ
る
。

 
 
 
 
五
 
バ
シ
ー
と
バ
ッ
テ
ン

 
一
 
～
バ
シ
（
は
コ
し
）

 
「
ば
し
」
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
先
学
に
、
係
助
詞
「
は
」
に
強
意
の
「
し
」

が
続
き
、
 
「
は
」
が
濁
音
化
し
た
も
の
と
の
説
が
あ
る
。
ま
た
、
 
「
ば
」
は

「
を
ば
」
の
略
と
す
る
説
も
あ
る
。
こ
の
語
は
鎌
倉
・
室
町
・
江
戸
期
に
は
中

央
語
に
用
い
ら
れ
た
が
、
今
巳
は
九
州
方
言
に
残
る
ば
か
り
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
分
布
主
域
で
あ
る
肥
筑
域
で
は
、
老
・
中
年
層
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
用
い
て

い
て
、
か
つ
て
の
中
央
語
の
ば
あ
い
よ
り
、
そ
の
用
法
を
広
げ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

◎
サ
ケ
バ
シ
 
ノ
ミ
ヨ
ッ
タ
ノ
。
 
（
福
）
八
女
市
柳
島
老
男
↓
老
界

 
 
 
酒
で
も
飲
ん
で
い
た
の
か
い
、

。
キ
ュ
ー
ヨ
ー
デ
バ
シ
 
ア
ル
 
ト
ナ
。
 
（
福
）
福
岡
市
周
辺
 
中
女
↓
青
女

 
 
（
光
安
紀
恵
の
調
査
に
よ
る
）
．

 
 
 
急
用
な
の
？

・
ア
図
タ
ガ
．
シ
'
ッ
割
ル
バ
シ
／
ゴ
ト
。
（
福
）
福
岡
市
旧
郡
部
中
女
↓
娘

 
 
（
光
安
紀
恵
の
調
査
に
よ
る
）

 
 
 
あ
ん
た
が
（
そ
の
こ
と
を
）
す
る
こ
と
が
で
き
で
も
す
る
よ
う
に
。

 
 
 
、
（
で
き
も
し
な
い
く
せ
に
）

h
シ
ッ
刻
ル
バ
シ
」
は
「
シ
制
ル
バ
シ
カ
」
と
、
力
語
尾
を
添
え
て
言
う
こ
と

も
あ
る
。
反
語
表
現
は
か
つ
て
の
中
央
語
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
、

 
2
 
～
バ
ッ
テ
ン
（
は
・
と
て
も
）
．

①
フ
ツ
ー
ゴ
バ
 
ツ
カ
ワ
ニ
ャ
ナ
ラ
ン
バ
ッ
テ
ン
．
デ
マ
ッ
シ
ェ
ン
 
モ
ン
。
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（
福
）
八
女
市
柳
島
 
老
男
↓
筆
者

 
 
 
普
通
語
（
共
通
語
）
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
醒
ま
せ
ん
も

 
 
 
の
。

②
ト
キ
ド
キ
ャ
 
イ
キ
マ
ス
パ
ッ
テ
 
メ
ッ
タ
 
イ
カ
ン
。
 
（
福
）
甘
木
市
秋

 
 
月
老
女
↓
筆
者
・
 
 
 
，
 
甲

 
 
 
 
（
八
幡
市
の
娘
の
家
に
）
と
き
ど
き
は
行
き
ま
ず
け
れ
ど
め
っ
た
に
行

 
 
．
か
な
い
。

．
③
ヒ
刻
ニ
ン
 
オ
リ
マ
ス
バ
ッ
テ
 
ミ
ン
ナ
 
オ
ヤ
コ
ー
コ
 
シ
テ
 
ク
レ
マ

 
ス
ケ
ー
。
 
（
福
）
福
岡
市
志
賀
島
弘
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
 
（
娘
は
）
七
人
居
ま
ず
け
れ
ど
、
み
な
親
孝
行
を
し
て
く
れ
衷
す
か
ら
。

こ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
「
バ
ッ
テ
ン
」
 
「
パ
ッ
テ
」
に
は
、
ま
ず
前
件
提
示

の
働
き
が
認
め
ら
れ
る
。
前
件
を
提
示
し
て
お
い
て
、
①
文
の
よ
う
に
全
面
的

に
反
す
る
後
件
を
つ
な
ぎ
、
ま
た
②
文
の
よ
う
に
一
部
否
定
す
る
後
件
を
つ
な

ぐ
。
③
文
で
ば
、
前
件
と
後
件
と
の
関
係
は
単
純
接
続
あ
る
い
は
継
起
と
も
言

う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
働
き
は
、
共
通
語
の
「
け
れ
ど
も
」

「
け
れ
ど
」
相
当
で
あ
り
、
接
続
詞
と
し
て
の
用
法
の
あ
る
こ
と
も
ま
た
同
様

で
あ
る
。

 
肥
前
・
肥
後
で
は
、
 
「
バ
ッ
テ
ン
」
 
「
パ
ッ
テ
」
が
打
消
形
に
つ
づ
い
て

「
～
な
い
デ
」
の
働
き
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
後
件
は
命
令
発

想
の
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。

。
ア
ス
ー
デ
バ
ッ
カ
リ
 
オ
ラ
ン
バ
ッ
テ
ン
ベ
ン
キ
ョ
ー
ド
ン
セ
ン
カ
。

 
 
 
（
熊
）
球
磨
郡
五
木
村
野
々
脇
 
老
男
↓
孫

 
 
 
遊
ん
で
ば
か
り
い
な
い
で
勉
強
で
為
し
な
い
か
。

藤
原
与
一
先
生
著
『
方
言
の
山
野
』
（
文
化
評
論
出
版
 
一
九
七
三
年
）
に
、
天

肥
筑
方
言
表
現
法
に
お
け
る
「
は
」
助
詞
の
運
用

草
の
地
に
ζ
の
種
の
「
パ
ッ
テ
」
の
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
長
崎

県
北
松
浦
郡
鹿
町
大
屋
免
で
も
「
バ
ッ
テ
ン
」
を
こ
の
よ
う
に
も
用
い
る
と
、

宮
田
京
子
姉
よ
り
聞
い
て
い
る
。

 
「
バ
ッ
テ
ン
」
h
パ
ッ
テ
」
に
は
「
カ
ラ
」
を
つ
づ
け
て
用
い
る
こ
と
が
多

い
が
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
の
語
形
態
に
つ
い
て
は
、
住
田
幾
子
氏
の
〈
「
バ
ッ
テ

ン
」
の
成
立
と
流
布
〉
（
『
日
本
文
学
研
究
』
第
十
八
号
 
一
九
八
二
年
）
に
詳

じ
い
。
な
お
筆
者
は
「
カ
ラ
ニ
」
を
つ
づ
け
た
と
思
え
る
つ
ぎ
の
例
略
得
て
い

る
。・

ア
ミ
バ
ッ
テ
ン
カ
ラ
ン
 
コ
ン
 
マ
タ
 
チ
ガ
ウ
 
ア
ミ
バ
 
イ
レ
ラ
ス

 
ト
タ
イ
。
 
（
佐
）
唐
津
市
神
集
島
 
老
女
↓
筆
者
・

 
 
 
網
だ
け
れ
ど
、
そ
の
う
、
ま
た
違
う
網
を
入
れ
な
さ
る
ん
で
す
よ
。

 
「
バ
ッ
テ
ン
」
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
山
崎
美
成
に
「
ば
と
て
」
・

説
が
あ
る
（
『
世
事
百
里
』
十
二
 
方
言
）
。

 
柳
田
国
男
先
生
が
「
“
ば
と
て
も
”
の
早
口
」
と
説
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、

住
田
幾
子
氏
が
先
の
論
文
中
に
記
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
お
説
で
は
、
 
「
バ
ッ
テ

ン
」
の
「
バ
」
は
接
続
助
詞
「
ば
」
と
お
考
え
の
よ
う
で
あ
る
。
私
は
、
 
「
バ

ッ
テ
ン
」
の
「
バ
」
は
係
助
詞
「
は
」
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
前
件
を
「
…
…

は
」
と
提
示
し
、
 
「
と
て
も
」
（
「
と
い
っ
て
も
」
、
「
で
あ
っ
て
も
」
）
と
、

後
件
を
つ
な
い
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
り
 
「
は
」
の
濁
音
化
は
「
バ
シ
」
の
ば

あ
い
に
も
見
ら
れ
た
。

 
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
時
、
た
ま
た
ま
松
尾
捨
次
郎
博
士
が
『
国
文
法
論

纂
』
（
文
学
社
 
一
・
九
二
八
年
）
一
四
八
頁
に
、
「
ば
っ
て
ん
」
の
「
は
」
を
感

動
詞
と
説
い
て
お
ら
れ
る
の
を
見
た
。
・
早
く
に
こ
の
お
説
の
あ
っ
た
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
不
勉
強
を
恥
じ
て
い
る
。
係
助
詞
「
は
」
も
接
続
助
詞
「
ぱ
」
も
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そ
の
起
源
は
感
動
の
辞
「
は
」
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
し
て
考

え
れ
ば
、
こ
こ
に
挙
げ
た
「
バ
ッ
テ
ン
」
起
源
説
は
相
関
連
す
る
も
の
と
言
え

よ
う
か
。

 
 
 
 
六
 
述
部
内
に
働
く
「
は
」
助
詞

 
「
～
は
…
…
」
形
式
の
述
部
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
も
、
二
曹
方
言
表
現

法
の
一
特
色
で
あ
ろ
う
。
こ
の
形
式
の
も
の
を
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

 
1
 
「
～
，
は
」
＋
「
お
る
」

。
オ
ー
チ
カ
ラ
 
キ
ワ
 
ゴ
ザ
ッ
タ
。
 
（
福
）
三
井
郡
小
郡
町
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
 
（
子
供
を
）
背
負
っ
て
来
て
お
ら
れ
た
。
 
〈
回
想
〉
，

。
コ
ゲ
ン
ナ
 
カ
ジ
ナ
 
ア
訓
 
オ
引
ー
ヨ
リ
マ
ッ
セ
ン
ヤ
ッ
タ
。
■
「
（
福
）
筑

 
 
紫
郡
筑
紫
野
町
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
こ
ん
な
火
事
は
以
前
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
一
方
に
「
キ
ゴ
ザ
ッ
タ
」
「
ア
リ
ョ
リ
マ
ッ
セ
ン
ヤ
ッ
タ
」
の
言
い
か
た
も

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
「
は
」
を
置
く
こ
と
も
多
い
。
特
別
の
強
調
意
識
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。

．
2
 
「
～
ん
ナ
」
＋
「
お
る
」

。
ナ
ニ
カ
 
ワ
カ
ラ
ン
ナ
 
オ
リ
マ
シ
タ
。
 
（
福
）
甘
木
市
秋
月
 
申
言
↓
筆

 
 
．
者

 
 
 
な
ん
だ
か
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
で
日
を
過
し
て
い
ま
し
た
。

。
シ
ラ
ン
ナ
 
ゴ
ザ
ル
、
下
。
 
（
福
）
糸
島
郡
志
摩
村
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
御
存
知
な
い
ま
ま
な
ん
で
す
よ
。

「
ん
ナ
」
 
（
ん
に
は
）
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
。
 
「
～
ん
ナ
お
る
」
は
、
そ

の
状
態
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
～

ノ
ル
」
と
縮
約
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

。
フ
ネ
ガ
 
デ
ラ
レ
ン
ノ
ル
ッ
 
タ
イ
。
 
（
福
）
宗
像
郡
大
島
村
 
中
男
↓
筆
・

者
．

 
 
 
（
嵐
で
）
船
が
出
ら
れ
ぬ
ま
ま
碇
泊
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

・
バ
ー
チ
ャ
ン
 
ソ
ゲ
ナ
 
コ
ト
バ
ー
 
ツ
カ
ワ
ン
ノ
ッ
チ
。
 
（
福
）
福
岡
市

 
 
志
賀
島
嫁
↓
姑

 
 
 
お
ば
あ
さ
ん
、
そ
ん
な
こ
ど
ば
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 
（
子
供
が

 
 
 
ま
ね
る
か
ら
）

5
 
「
あ
り
は
」
・
「
お
り
は
」
＋
「
す
る
・
打
消
助
動
詞
」

。
バ
ス
チ
ュ
ー
ワ
 
ア
リ
ヤ
 
シ
マ
ッ
セ
ズ
 
ナ
。
 
（
福
）
若
松
市
内
平
尻

 
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
バ
ス
な
ん
て
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
ね
。

 
 
-
I
 
 
 
 
 
 
 
l
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
 
 
 
 
 
＼

・
オ
ジ
ゾ
ー
サ
マ
ノ
 
オ
リ
ャ
 
サ
ッ
シ
，
ヤ
レ
ン
ヤ
ッ
タ
。
 
（
福
）
福
岡
市
志

 
 
賀
島
志
賀
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
お
地
蔵
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
？

 
4
 
 
「
形
容
詞
語
幹
・
さ
・
は
」
＋
「
す
る
」

。
ア
ー
ワ
イ
 
ホ
ッ
シ
ャ
 
シ
ト
ラ
ー
。
 
（
佐
）
藤
津
郡
・
杵
島
郡

 
 
 
あ
い
つ
は
欲
し
そ
う
に
し
て
る
よ
。

・
ウ
ー
ン
 
ウ
レ
ッ
シ
ャ
 
シ
テ
カ
イ
。
 
（
佐
）
唐
津
市
・
杵
島
郡

 
 
 
へ
え
、
う
れ
し
そ
う
に
し
て
。

 
こ
れ
ら
は
、
藤
津
郡
塩
田
町
、

よ
り
教
示
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
言
う
よ
う
で
あ
る
。

「
ホ
ッ
シ
ャ
」
 
「
ウ
レ
ッ
シ
ャ
」
は
、
 
「
ほ
し
さ
は
」

少
男

少
男

ま
た
杵
島
郡
大
町
町
・
唐
津
市
出
身
の
学
生

 
福
岡
県
池
辺
の
大
牟
田
市
域
あ
た
り
で
も

「
う
れ
し
さ
は
」
で
あ
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ろ
う
。
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
に
接
尾
辞
「
サ
」
を
添
え
て
体
言
化
し
た
も

の
を
「
～
は
す
る
」
止
受
け
て
、
そ
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い

る
。
熊
本
県
球
磨
郡
五
木
村
下
手
で
は
、
隣
家
で
米
を
つ
か
せ
て
も
ら
っ
て
き

た
嫁
に
、
老
女
が

。
サ
ゾ
ー
 
セ
ワ
シ
ュ
ナ
シ
ャ
ー
．
シ
ナ
ッ
タ
ロ
ー
 
ネ
ー
。

 
 
 
 
（
お
隣
は
）
さ
ぞ
う
る
さ
い
思
い
を
な
さ
っ
た
だ
ろ
う
ね
え
。
．

と
言
う
の
を
聞
い
た
。

 
「
セ
ワ
シ
ュ
ナ
シ
ャ
ー
 
シ
ナ
ッ
タ
」
は
「
せ
わ
し
な
さ
は
さ
れ
た
」
で
あ
る
。

五
木
村
で
は
「
オ
カ
ッ
シ
ャ
 
ス
ッ
」
 
（
は
ず
か
し
が
る
）
な
ど
も
聞
い
た
。

 
5
 
「
動
詞
連
用
形
・
は
」
＋
「
エ
ン
」
・
「
キ
ラ
ン
」
・
「
ナ
ラ
ン
」
・

 
 
 
．
「
イ
ラ
ン
」

．
。
オ
リ
ャ
 
エ
ン
ト
デ
ス
 
タ
イ
。
 
（
佐
）
唐
津
市
神
集
島
 
老
男
↓
筆
者

 
 
 
居
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
よ
。

 
。
オ
マ
ツ
リ
ノ
 
ア
ッ
デ
 
ミ
ゲ
 
キ
ナ
ハ
ッ
チ
ュ
テ
 
ヤ
ッ
テ
'
ク
レ
ラ
ス

 
パ
ッ
テ
 
イ
キ
ャ
ー
 
キ
リ
マ
ッ
シ
ェ
ン
。
 
（
熊
）
球
磨
郡
五
木
村
中
村
-

 
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
お
祭
り
が
あ
る
の
で
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
手
紙
を
よ
こ
し
て
く
だ
さ
，

 
 
 
る
け
れ
ど
行
け
ま
せ
ん
。

つ
シ
ニ
ャ
ー
 
ナ
ラ
ン
デ
…
…
。
 
（
熊
）
球
磨
郡
五
木
村
中
村
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
死
ぬ
こ
と
が
で
き
な
く
て
…
…
。

こ
れ
ら
は
不
可
能
を
言
う
表
現
で
あ
る
。

」
。
コ
ッ
 
キ
ワ
 
イ
ラ
ン
。
 
（
熊
）
五
木
村
平
野
．
老
男
↓
中
男

 
 
 
買
っ
て
来
な
く
て
よ
い
。

こ
れ
は
不
必
要
を
言
う
表
現
で
あ
る
。

肥
筑
方
言
表
現
法
に
お
け
る
「
は
」
助
詞
の
運
用

 
6
 
「
・
ゲ
・
…
こ
と
は
」
＋
「
ナ
イ
」
・
「
ナ
ラ
ン
」
・
「
イ
テ
ン
」

。
周
1
．
ハ
酬
イ
 
コ
タ
 
洲
イ
 
ベ
引
。
 
（
福
〉
戸
畑
市
 
老
女
↓
娘

 
 
 
も
う
早
く
は
な
い
よ
。

．
。
ソ
列
一
 
タ
イ
シ
テ
 
ム
カ
シ
ャ
 
剥
ヤ
チ
ゴ
U
タ
 
ユ
タ
 
ゴ
ザ
ッ
セ
ン

・
ヤ
ッ
タ
。
 
（
福
）
飯
塚
市
八
木
山
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
そ
う
特
別
に
、
昔
は
ね
、
違
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
・

。
ウ
マ
レ
テ
 
ク
リ
ヤ
 
フ
ト
ラ
カ
サ
ン
 
コ
タ
 
ナ
ラ
ン
。
 
（
福
）
遠
賀
郡

 
 
岡
垣
村
吉
木
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
生
ま
れ
て
く
れ
ば
育
て
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

。
サ
オ
グ
 
コ
タ
 
イ
リ
マ
ッ
セ
ン
。
 
（
福
）
遠
賀
郡
芦
屋
町
山
鹿
 
老
女
↓

 
 
筆
者

 
 
 
騒
が
な
く
て
い
い
の
で
す
。

。
ハ
ル
 
マ
ツ
 
コ
タ
ー
 
イ
ロ
ー
 
カ
。
 
（
福
）
福
岡
市
志
賀
島
 
老
男

 
 
 
春
ま
で
待
た
な
く
て
も
よ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

こ
れ
ら
の
表
現
で
は
、
 
「
…
…
こ
と
は
」
と
、
前
接
部
を
体
言
化
し
て
提
示
す

る
と
こ
ろ
に
特
色
が
見
ら
れ
る
。
筑
前
域
で
よ
ぐ
聞
く
表
現
で
あ
る
。

 
7
 
・
「
～
ぐ
ら
い
は
い
ろ
う
か
」

。
イ
バ
リ
グ
リ
ャ
ー
 
イ
ロ
ー
 
カ
イ
。
 
（
熊
）
球
磨
郡
五
木
村
 
対
客

 
 
 
い
ば
ら
起
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。

こ
の
表
現
を
教
示
し
た
老
男
は
、
こ
れ
は
「
イ
バ
リ
カ
タ
 
イ
ラ
ン
」
と
伺
じ

意
味
の
こ
と
ば
で
あ
る
と
言
っ
た
。

 
8
 
「
動
詞
連
用
形
・
て
は
」
＋
否
定
語

・
ジ
ー
サ
ン
ナ
ー
 
ツ
レ
チ
ャ
ー
 
イ
カ
ン
チ
ュ
ー
 
モ
ン
。
 
（
福
）
八
女
市

 
 
柳
島
 
老
男
↓
老
男
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お
じ
い
さ
ん
は
連
れ
て
行
か
な
い
と
（
孫
が
）
言
う
も
の
。

。
モ
ッ
チ
ョ
ッ
チ
ャ
 
ネ
ー
 
ナ
。
 
（
福
）
若
松
市
岩
屋
 
老
男
↓
老
男

 
 
 
（
魚
の
餌
を
）
持
っ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

こ
の
一
文
の
「
チ
ャ
」
の
中
に
あ
る
「
て
」
は
、
い
わ
ゆ
る
テ
敬
の
「
テ
」
で
“

あ
る
。
共
通
語
表
現
で
も
、
 
「
憶
い
ち
ゃ
だ
め
」
の
よ
う
に
「
チ
ャ
」
を
言
う

こ
と
は
あ
る
が
、
肥
四
域
に
お
け
る
ほ
ど
に
一
般
的
で
は
な
い
。
'

 
9
 
「
…
…
こ
と
で
は
」
・
「
～
ト
（
準
体
助
詞
）
で
は
」
＋
「
な
い
」

。
ヤ
オ
イ
 
コ
ッ
チ
ャ
 
ナ
カ
。
 
（
福
）
糸
島
郡
志
摩
村
 
老
女
↓
老
女

 
 
 
楽
じ
ゃ
な
い
よ
。

。
ナ
ン
モ
カ
モ
 
ア
ッ
タ
 
コ
ッ
チ
ャ
 
ナ
カ
。
 
（
熊
）
球
摩
郡
五
木
村
中
村

 
 
老
男

 
 
 
（
男
の
子
だ
か
ら
乱
暴
で
）
何
で
も
み
な
、
手
当
た
り
次
第
こ
わ
し
て

 
 
 
し
ま
う
。

。
キ
ョ
ー
 
カ
エ
ラ
ッ
シ
ャ
ル
ッ
チ
ャ
 
ナ
イ
デ
ス
 
カ
。
 
（
福
）
宗
像
郡
大

 
 
島
村
老
女
↓
筆
者

 
 
 
今
日
お
帰
り
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

「
…
…
で
は
な
い
」
「
…
…
の
で
は
な
い
」
の
言
い
か
た
は
共
通
語
表
現
の
上

に
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
部
分
の
形
態
に
、
ま
た
、
こ
の
表
現
を
多
用
す
る
点

に
、
肥
豊
年
方
言
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。

 
1
0
 
 
「
～
で
は
」
＋
「
あ
る
」

。
ウ
ミ
デ
 
カ
コ
マ
レ
ト
ル
ケ
ン
デ
、
フ
イ
 
ナ
ル
ト
 
ウ
ミ
ガ
 
ヌ
ッ
カ
モ

 
ン
ジ
ャ
 
ア
ル
ケ
ン
 
ナ
。
 
（
佐
）
唐
津
市
神
集
島
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
（
島
は
）
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、
冬
に
魯
る
と
海
が
暖
い
も
ん
だ

 
 
 
か
ら
ね
。
 
（
「
島
は
暖
い
で
す
ね
」
へ
の
答
で
あ
る
）

。
ヨ
カ
 
ヤ
ド
ジ
ャ
 
ゴ
ザ
イ
マ
ス
 
ナ
。
 
（
福
）
甘
木
市
安
川
町
，
老
男
↓

 
「
筆
者

 
 
 
（
あ
の
宿
は
）
よ
い
宿
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。

「
…
…
で
は
」
は
熟
思
し
て
「
ジ
ャ
」
と
数
る
。
筑
後
域
で
は
「
…
：
・
ジ
ャ

ア
ル
」
は
「
…
…
ジ
ャ
ン
」
、
肥
後
で
は
「
…
…
ジ
ャ
ッ
」
と
縮
約
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

。
コ
刻
 
ヒ
ト
ガ
 
ヒ
ト
ッ
ジ
ャ
ン
。
 
（
福
）
八
女
市
柳
島
 
老
女
↓
筆
者

 
 
 
（
こ
の
よ
う
に
修
理
で
き
る
の
は
）

 
 
だ
け
だ
よ
）

。
ソ
見
納
 
オ
ド
ン
ガ
ッ
ジ
ャ
ン
 
デ
ー
。

 
者

 
 
そ
れ
は
私
の
だ
よ
。
．

 
 
 
 
し

。
ジ
ャ
ッ
ト
ー
。
（
熊
）

 
 
そ
う
だ
よ
。

こ
の
人
が
一
人
だ
よ
。
 
（
こ
の
人

（
福
）
八
女
市
福
島
，
老
女
↓
筆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
球
磨
郡
五
木
村
下
手
 
老
女
↓
孫
嫁

 
 
 
 
 
 
 
 
（
相
手
の
こ
と
ば
へ
の
う
な
ず
き
の
こ
と
ば
）

「
～
は
…
…
」
形
式
の
述
部
は
こ
の
よ
う
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
お
 
わ
 
り
 
に

 
肥
筑
方
言
表
現
法
に
お
け
る
「
は
」
助
詞
の
頻
用
は
、
こ
の
方
言
に
提
題
性

の
表
現
の
栄
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
共
通
語
表
一

現
に
お
い
て
も
、
 
。
と
り
た
て
”
や
、
強
調
”
の
意
図
を
も
っ
て
「
は
」
助
詞

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
肥
筑
方
言
表
現
法
で
は
、
そ
の
よ
う
な
心
意
の
な
い
時

に
も
、
と
か
く
「
～
は
」
と
言
い
が
ち
で
あ
る
。

 
提
題
性
の
表
現
は
、
換
言
す
れ
ば
客
体
化
表
現
で
あ
る
。
修
飾
部
を
客
体
化

し
、
ま
た
述
部
内
に
も
客
体
化
表
現
を
見
せ
る
と
こ
ろ
に
、
肥
筑
方
言
表
現
法
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！

の
一
特
色
を
認
め
た
い
。
客
体
化
表
現
は
ま
た
体
言
化
表
現
と
言
う
こ
と
も
で

き
る
。
 
「
は
」
は
、
本
来
、
体
言
あ
る
い
は
体
言
資
格
の
要
素
を
受
け
る
助
詞

で
あ
る
。

 
藤
原
与
一
先
生
は
、
 
「
九
州
弁
の
表
現
法
」
 
（
佐
藤
泰
正
編
『
日
本
人
の
表

現
』
笠
間
選
書
鵬
 
一
九
七
八
年
）
に
、
．
「
名
詞
的
表
現
法
」
を
と
り
あ
げ
ら
れ

だ
。
た
と
え
ば
「
コ
ン
 
ミ
ズ
ノ
 
ツ
ン
タ
サ
ー
」
 
（
こ
の
水
、
 
つ
め
た
い

ね
。
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
「
飲
ミ
カ
タ
ヂ
ャ
ヒ
タ
」
 
（
飲
み
ま
し
た
）
な
ど

を
あ
げ
て
「
体
言
化
表
現
法
」
を
説
か
れ
た
。
ま
た
神
部
宏
泰
氏
も
、
 
「
方
言

基
質
論
序
説
一
九
州
方
言
の
基
質
に
つ
い
て
一
」
 
（
『
佐
賀
大
学
教
育
学
部
研

究
論
文
集
ω
」
一
九
七
九
年
）
に
、
体
言
化
傾
向
を
九
州
方
言
の
重
要
な
基
質

と
論
じ
て
い
ら
れ
る
。
そ
の
体
言
化
傾
向
を
見
せ
る
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
文
末
詞
「
バ
イ
」
の
成
立
と
そ
の
発
展
、
力
語
尾
形
容
詞
、
．

主
格
助
詞
「
ノ
」
の
盛
行
で
あ
る
。

 
私
は
、
こ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
諸
事
例
に
加
え
て
、
 
「
は
」
助
詞
の
頻

用
、
運
用
も
ま
た
「
体
言
化
表
現
法
」
の
一
類
と
考
え
た
い
。
 
「
体
言
化
表
現

法
」
の
視
点
に
立
て
ば
、
、
た
と
え
ば
”
佐
賀
の
三
拍
子
”
と
言
わ
れ
る
、
三
回

く
り
か
え
し
の
副
詞
な
ど
も
そ
の
一
つ
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
「
オ
ロ
オ
ロ
オ
ロ
デ
 
ウ
ロ
タ
エ
オ
ン
シ
ャ
ッ
」
 
（
お
ろ
お
ろ
と
あ
わ
て

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
）
 
〈
（
佐
）
鹿
島
市
北
島
素
子
氏
の
報
告
に
よ
る
〉
な
ど
が

そ
れ
で
、
 
「
～
デ
」
に
よ
る
客
体
化
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
筑
後
の
八
女

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

地
方
に
は
、
理
由
を
言
う
接
続
助
詞
「
ケ
ン
し
類
に
、
 
「
～
ノ
ケ
ン
」
、

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

「
～
ケ
ン
デ
」
、
 
「
～
ノ
ケ
ン
デ
」
が
あ
る
。
 
「
ノ
」
で
客
体
化
し
た
も

の
に
「
ケ
ン
」
を
続
け
、
あ
る
い
は
「
ケ
ン
」
の
続
い
た
も
の
を
「
デ
」
で
客

体
化
し
て
下
に
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

肥
筑
方
言
表
現
法
に
お
け
る
「
は
」
助
詞
の
運
用

 
文
末
で
一
文
全
体
を
体
言
化
す
る
一
方
に
、
文
申
の
諸
膚
部
を
そ
れ
ぞ
れ
体

言
化
し
て
い
く
表
現
法
も
あ
る
こ
と
を
、
肥
壷
方
言
表
現
法
の
一
特
質
と
見
た

い
。
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